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議
案
第
75
号

南
古
谷
小
学
校
増
築
工
事
請
負
契
約

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
71
号

被
保
護
者
等
住
居
等
提
供
事
業
の
業
務

適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】

問
今
回
の
改
正
理
由
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

答
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護

局
長
が
定
め
る
無
料
低
額
宿

泊
所
に
関
す
る
指
針
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
居

室
の
基
準
の
見
直
し
が
必
要

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問
無
料
低
額
宿
泊
所
の
入
居

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答
施
設
長
を
含
め
た
支
援
員
、

調
理
員
等
に
よ
り
運
営
さ
れ
、

問
今
回
基
金
を
設
置
す
る
経

緯
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
菓
子
屋
横
丁
の
火
災
を
受

け
、
防
災
面
の
強
化
や
街
並

み
の
維
持
に
柔
軟
に
対
応
で

き
、
観
光
客
が
安
全
に
安
心

し
て
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
観
光
振
興
に

活
用
す
る
た
め
の
基
金
を
設

居
室
の
提
供
以
外
に
生
活
相

談
、
健
康
管
理
、
就
労
支
援
、

食
事
の
提
供
等
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
。

問
施
設
及
び
入
居
者
に
対
し
、

市
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

答
施
設
の
運
営
管
理
に
つ
い

て
、
年
１
回
立
ち
入
り
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
入
居
者

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
訪

問
に
よ
り
、
生
活
状
況
を
把

握
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

置
し
た
。

問
基
金
は
ど
の
よ
う
な
事
業

に
使
う
予
定
か
。

答
簡
易
型
屋
外
消
火
栓
の
設

置
、
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
作
成
、
防

災
情
報
マ
ッ
プ
の
作
成
、
外

国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
育
成
な
ど
に
活
用
す
る
予

議
案
第
72
号

み
ん
な
で
支
え
る
観
光
基
金
条
例

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】【
や
ま
ぶ
き
会
】

定
で
あ
る
。

問
基
金
の
周
知
は
大
事
だ
が

人
が
集
ま
る
場
所
で
の
周
知

な
ど
の
考
え
は
。

答
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
、
市
役
所
、
川
越
ま

つ
り
会
館
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越

な
ど
で
の
チ
ラ
シ
の
配
架
の

他
、
有
効
な
手
段
を
検
討
し

積
極
的
な
周
知
に
取
り
組
む
。

問
中
核
市
や
県
内
の
観
光
基

金
を
設
置
し
て
い
る
自
治
体

で
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に

使
わ
れ
て
い
る
か
。

答
中
核
市
で
あ
る
高
崎
市
は

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
く
事

業
を
実
施
、
奈
良
市
は
奈
良

町
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
館
な

ど
の
運
営
経
費
等
に
支
出
し

て
お
り
、
県
内
の
熊
谷
市
は

熊
谷
う
ち
わ
祭
の
山
車
・
屋

台
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

問
こ
の
基
金
へ
の
指
定
寄
附

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
か
。

答
個
人
が
行
う
本
基
金
へ
の

指
定
寄
附
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
対
象
と
な
る
。

問
基
金
を
活
用
し
て
今
後
事

業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

答
基
金
を
活
用
し
た
観
光
振

興
事
業
を
進
め
て
い
く
う
え

で
は
、
地
元
の
方
の
協
力
を

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
住
民
生
活
へ

の
影
響
を
考
慮
し
つ
つ
、
地

元
の
方
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問
市
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い

で
こ
の
基
金
を
設
置
し
、
積

み
立
て
額
を
決
定
し
た
の
か
。

答
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
よ
り
、
更
な
る
観
光
客

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

　

基
金
の
設
置
に
よ
り
観
光

振
興
を
更
に
推
進
し
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
必
要
な
金
額
と
し
て

３
千
万
円
を
積
立
金
額
と
し

た
。

問
こ
の
基
金
の
積
み
立
て
額

サ
イ
ズ
の
拡
大
へ
の
考
え
は
。

答
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
後
も
継
続
的
に
観
光
振
興

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
基
金
の
積
み
増
し

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

問
こ
の
基
金
は
山
車
や
屋
台

の
改
修
に
も
使
用
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
か
。

問
校
舎
を
増
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
児
童
が
増
え

た
要
因
は
。

答
都
市
計
画
法
第
34
条
第
11

号
に
よ
り
、
南
古
谷
地
区
で

調
整
区
域
の
開
発
行
為
規
制

が
緩
和
さ
れ
、
宅
地
化
が
促

進
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

問
将
来
、
児
童
数
が
減
少
し
、

教
室
に
余
裕
が
生
じ
た
場
合

の
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
で

の
利
用
に
配
慮
し
た
点
は
。

答
校
舎
へ
の
出
入
り
口
の
複

数
設
置
、
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
、
段
差
の
解
消
な
ど
の

点
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い
る
。

問
工
事
の
や
り
方
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

答
児
童
が
学
校
を
利
用
し
て

る
時
間
帯
に
も
工
事
を
行
う

た
め
、
安
全
に
は
十
分
配
慮

答
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た

も
の
は
県
ま
た
は
市
か
ら
、

そ
れ
以
外
は
川
越
ま
つ
り
協

賛
会
か
ら
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
る
た
め
、
基
金
の

活
用
は
想
定
し
て
い
な
い
。

し
た
上
で
工
事
を
進
め
る
。

問
学
童
保
育
室
の
設
備
な
ど

は
、
指
導
員
や
保
護
者
か
ら

の
意
向
を
取
り
入
れ
て
い
る

か
。

答
学
童
保
育
室
の
保
護
者
会

長
会
議
や
32
学
童
保
育
室
の

指
導
員
か
ら
出
さ
れ
た
ト
イ

レ
の
仕
様
、
施
設
、
設
備
の

使
い
や
す
さ
に
つ
い
て
の
意

見
を
設
計
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。

問
今
後
、
さ
ら
に
児
童
数
が

増
え
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

答
増
築
校
舎
に
整
備
す
る
生

活
科
室
と
第
２
図
工
室
を
、

普
通
教
室
へ
転
用
で
き
る
よ

う
な
つ
く
り
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
最
大
で
36
学
級
ま
で

対
応
可
能
と
す
る
整
備
を
行

う
。

菓子屋横丁の観光客菓子屋横丁の観光客


